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	 次　号　予　告	 Vol.42, No.1

	特集	 日常に潜む接触皮膚炎（仮）令和元年最後であり，B5判サイズの大きさの
『皮膚病診療』最後の号となった．テーマは「黒い
皮膚病」．黒色調をきたす皮膚病変は非常に多く，
原因色素もバラエティに富んでいる．黒い病変が
皮膚にあると整容的にとても気になることに加え，
メラノーマを代表に悪い疾患を想起する．今号で
取り上げた比較的珍しい疾患では銀皮症もあり，
仁丹の服用により生じるものが知られているが，
留置しない鍼治療で，しかも何年も経過してから
生じることもあると知り興味深かった．以前はあ
まり耳にしなかった色の原因として，リポフスチ
ンやカルシフィラキシスがあげられている．リポ
フスチンとは，細胞質内の不飽和脂肪酸の過酸化
によりリソソーム内に形成される不溶性色素のこ
とで，リソソームによって細胞内消化された異物
の残余物質であり，加齢性色素あるいは消耗性色
素とも呼ばれる．これが皮膚腫瘍の色を規定する
可能性があるとはまったく知らなかった．カルシ
フィラキシスは主に透析中の患者の四肢，軀幹，
手指，足趾などに発症する，有痛性の紫斑に続く，
難治性の皮膚潰瘍を主症状とする疾患であるが，
筆者は経験したことがない．いずれも2018年6月
号の「色素沈着を伴う皮膚病」の特集では出て来な
かった病名である．学会発表も論文も，時代の変
化や医学上の新知識とともに目まぐるしく変遷し
つつあり，われわれは的確に診断・治療するため
に常に切磋琢磨し勉強し続けなければならないと
改めて感じた次第である．
いよいよ次号の令和2年1月号より，『皮膚病診
療』が42年ぶりにリニューアルされる．これまで
の伝統や利点を引き継ぎつつ，新しい企画も加え
て刷新し，より魅力的な「臨床医のための皮膚科
総合雑誌」を目指して編集したいと気持ちを新た
にしている．引き続きどうぞよろしくお願い申し
上げます． （N.B.）
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